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令和 3 年度第 4 回小規模多機能型居宅介護松ぼっ く り 運 営 推 進 会議  
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１ ． 日  時  令和 4 年 3 月 28 日 （月 曜日 ）  

開会  午後 5 時 30 分～  閉 会  午後 6 時 26 分  

 

２ ． 場  所  小規模 多機能型居 宅介 護松 ぼっくり  

 

３ ． 出席 者  遠藤 春 夫  三 上 長 治  永 野やす え  阿 部 幸  石 村 要  

（委 員 総数 6 名中 5 名出 席 ）  

 

松ぼ っ く り  

 吉 田 所 長  桜 井 忍  

 

社会 福 祉 協議 会  

曽根 課 長  

 

 欠席者  欠員 1 名  

 

 

1.開  会  

 

2.協  議  （ 要 旨 ）  

 

①  利用状況  

 

・  現在 18 名登録。女性 14 名、男性 4 名 。  

・  要支援 1 1 名   要支援 2 0 名   要 介護 1 12 名  

要介護 2 2 名   要介護 3 2 名   要介護 4 1 名  

要介護 5 0 名  

 

（ 資料を詳しく説明した）  

 

 

②  運営状況  

 

・ 10 月 か ら 登録 者 数 は 18 名 と変 わ っ てい な い 。 病院 か ら の問 い 合 わせ が 比

較 的 多 い が 、 契 約 に は結 び つ いて い な い 。  

・要介護 1 の 方 の 割 合が 多 い 。訪 問 サ ー ビス の ニ ーズ が 多 く なっ て い る。  



・ 11 月 頃 は職 員 体 制 が整 わ ず 、現 状 サ ービ ス を 維持 す る の が 精 一 杯 だ っ

た 。  

・ 2～ 3 月 は 体調 不 良者 が 多 かっ た。 1 名は 脳 梗 塞を 発 症 し 入 院 中 で、在 宅復

帰 は 難 し い 。 高 齢 夫 妻 だ っ た の で 、 こ れ か ら は 独 居 を ど う 支 え て い く か が

課題 。 別の 1 名 は 圧迫 骨 折 の疑 い で 、 歩け る 状 況に 戻 れ る かど う か 分 か ら

ない 。 家 族の 負 担 が 大き く な るの で 、 在 宅は 困 難 かも し れ な い。  

・ 2 月の 問 い 合わ せ は 4 件 。 実際 に 見 学 され た 方 もい た 。  

・ 12 月と 1 月 に新 職員 の 配 属が あ っ た 。  

 

（ 桜 井 介 護員 を 紹 介 した ）  

 

 

③  ケース報告  

 

（ 徘 徊 のある Y 様の状況）  

・利 用開 始 時 は徘 徊 癖が あ っ たが 、こ こ にき て 落 ち着 い て い る 。 臨時 の 宿 泊

等 も 柔 軟 に受 け 入 れ て家 族 を 支援 し て い る。  

 

（ 夕 方 不穏になる M 様の状況）  

・月曜 ～ 金 曜で 連 日 利用 し て いる 。ご 家 族が 送 迎 を担 っ て い るの で 助 かっ て

い る 。 退 院 後 、 し ば ら く し て 元 気 を 取 り 戻 し た が 、 夕 方 に な る と 帰 宅 願 望

が 強 く な る 。 突 然 立 ち 上 が る こ と も あ り 、 支 え な い と 危 険 で あ る 。 夕 方 の

時 間 帯 は 職 員 も 手 薄 で あ り 、 残 業 で 対 応 し て い る 。 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介

護 事 業 所 とし て 柔 軟 にニ ー ズ に対 応 し て いき た い 。  

 

 

（ 永 野委員）  

先日 の 地 震の 時 は 、 どう だ っ たか ？  

 

（ 吉 田所長）  

大松 澤 主 任が 宿 泊 担 当で 、冷 静に 対 応 し てい た だ いた 。利 用 者の 混 乱 も

な か っ た 。 施 設 内 は 食 器 が 倒 れ る く ら い の 被 害 で 良 か っ た 。 そ の 利 用 者

は 独 居 で 「 独 り で い る 時 に 地 震 が あ っ た ら 不 安 だ 」 と 言 わ れ て い て 、 今

は月 ～ 木 曜で 宿 泊 し てい る 。  

 

 

 ④ そ の他  

 

（ 吉 田所長）  

外部 評 価 の件 、事 前 に職 員 が 自己 評 価 を 行っ て 、委 員に 見 て いた だ い た。

そ れ を 踏 ま え た 上 で 、 地 域 か か わ り シ ー ト の 記 入 を し て い た だ い た と こ



ろ だ が 、 自 分 も 初 め て で 理 解 が で き て い な い の で 経 験 の あ る 委 員 の 皆 様

より 助 言 をい た だ き なが ら 、 この 場 で チ ェッ ク し てい く 。  

「 A.自 己 評価 の 確 認 」の と こ ろで 、事 業 所と し て でき て い な いと こ ろは

あっ た か ？  

 

（ 石 村 委 員 ）  

常 勤 ス タ ッ フ 全 員 で 自 己 評 価 に 取 り 組 ん だ の を 確 認 で き た か ？ の 質 問

で 「 い い え 」 を 付 け た 。コ ロ ナ禍 で 出 勤 で き な い 方 も い た よ う だ っ た の

で、全 員 とは 言 え な いと 思 っ た。ま た 、A-4 で「 改 善 計 画 が 立て ら れ てい

るか ？ 」 のと こ ろ も 「い い え 」と し た。「次 回 ま での 具 体 的 な 改 善 計 画 」

の欄 が 空 欄に な っ て いた か ら だ。  

 

（ 吉 田 所 長 ）  

ここ の 記 入も 悩 ん だ 。昨年 、コ ロ ナの 影 響で 運 営 推進 会 議 が 開催 で き ず、

自 己 評 価 の み で 、 外 部 評 価 は す る こ と が で き な か っ た 。 次 回 の 計 画 に つ

い て は 、 今 日 の 運 営 推 進 会 議 が 終 わ っ て か ら 記 入 す る つ も り だ っ た が 、

記入 し て から 配 付 す るべ き だ った か も し れな い 。  

 

（ 石 村 委員）  

下から 2 番目の「で きていない点 」を基 に改善計 画を 記 入 す る と よ い。

その 他 、「 い い え」 と評 価 し たと こ ろ は ない 。  

 

（ 阿 部 委 員 ）  

「わ か ら ない 」 と な る部 分 が 多い 。  

 

（ 吉 田所長）  

その 通 り だろ う 。チ ェッ ク し づら か っ た と思 う 。会 議が 開 催 され ず 、提

供し た 情 報量 が 少 な かっ た 。「 B． しつ ら え」 で の 評価 は ど う か？  

 

（ 石 村 委 員 ）  

入り や す いか ど う か の判 断 。 地域 の 方 の 評価 は ど うか ？  

 

（ 永 野委 員 ）  

入り や す いと 思 う 。バス を 待 って い る 人 もチ ラ チ ラ気 に な っ てい る よ う

だ。  

。  

（ 吉 田所長）  

「 C.事 業 所と 地 域 の かか わ り 」で は ど う か？  

 

（ 石 村 委 員 ）  

概ね 、で き てい る と 思う 。ス タ ッフ の 雰 囲気 も い いし 、地 域 の 方 々 に も



知ら れ て いる 。た だ 、№ 4「 地 域の 行 事 や イベ ン ト に参 加 し て いま す か ？」

につ い て は、 コ ロ ナ 禍で 評 価 でき な い 。  

 

（ 阿 部 委 員 ）  

そう 思 い 、№ 4 に つ いて は 「 わか ら な い 」に さ せ てい た だ い た。  

 

（ 永 野 委 員 ）  

実際 、 地 域で は 何 の 行事 も 実 施し て い な い。  

 

（ 吉 田 所 長 ）  

社協 の 利 点を 活 か し 、常 に 保 育園 児 と の 交流 を し てい た が 、そう い う の

も 全 く 実 施 し て い な い 。 少 し ず つ で は あ る が 、 利 用 者 を 図 書 館 へ 連 れ て

行く な ど 、で き る こ とか ら 始 めて は い る 。  

 

（ 遠 藤 委 員 ）  

№ 4 に つ い ては 、記 載の し よ うが な か っ た 。1～ 2 など に つ いて は 、で き

てい る と 思う 。  

 

（ 吉 田 所 長 ）  

「 D.地 域 に 出 向 い て 本 人 の 暮 ら し を 支 え る 取 組 み 」 に つ い て は 、 ど う

か？ 「 わ から な い 」 とし た と ころ が 多 い ので は な いか ？  

 

（ 石 村 委 員 ）  

「事 務 所 の中 に だ け に閉 じ 込 めて い な い か？ 」の 問い は 、閉 じ込 め て い

るよ う に は感 じ ら れ ず、「 はい 」 に した 。  

 

（ 永 野 委 員 ）  

閉 じ 込 め て い な い 場 合 、「 は い 」 に す る の か 「 い い え 」 に す る の か 、 迷

う質 問 で ある 。  

 

（ 石 村 委 員 ）  

「は い 」 でい い と 思 われ る 。 № 2 の 質 問 は、 正 に この 会 議 で ある の で、

「は い 」。  

 

（ 吉 田 所 長 ）  

松ぼ っ く りの 昼 食 は 、感 染 防 止対 策 を 講 じ、地 域 のボ ラ ン テ ィア に 調 理

を 支 援 し て い た だ い て い る 。 こ ち ら も 地 域 交 流 と 考 え て い る 。 今 、 ボ ラ

ンテ ィ ア を受 け 入 れ てい る 施 設は 大 変 少 ない よ う だ。「 E.運 営 推 進 会 議 を

活か し た 取組 み 」 に つい て は 、ど う か ？  

 

（ 阿 部 委 員 ）  



全て に「 は い 」とし てい る 。こ の会 議 で 取り 組 も う と し て い る 姿 が 感 じ

られ る 。  

 

（ 吉 田 所 長 ）  

「 F.防 災 ・ 災 害 対 策 」に つ い ては 、 ど う か？  

 

（ 石 村 委 員 ）  

こち ら か ら問 い か け たこ と が なく て 、「 わか ら な い 」 に し た 。  

 

（ 吉 田 所 長 ）  

防災 計 画 は策 定 さ れ てお り 、 年 2 回の 防 火訓 練 も 実施 し て い る。 過 去 2

年 は 、 コ ロ ナ が あ っ て 消 防 署 の 立 ち 合 い は し て い な い が 、 消 防 設 備 管 理

会 社 の 東 洋 防 災 に は 立 ち 会 っ て い た だ き 、 ス プ リ ン ク ラ ー の 仕 組 み 等 を

学ぶ 機 会 もあ っ た 。 また 、 月に 1 回 は 火災 や 地 震を 想 定 し た利 用 者 参加

の 避 難 訓 練 を 実 施 し て い る 。 頭 に 頭 巾 を か ぶ っ て い た だ い て い る 。 リ ハ

ビ リ も 兼 ね て い る 。 消 防 設 備 と し て は 、 自 動 火 災 通 報 装 置 を 設 置 し て い

る 。 消 防 へ の 通 報 と 同 時 に 職 員 へ の 連 絡 網 が 作 動 し 、 電 話 で メ ッ セ ー ジ

が 流 れ る 仕 組 み に な っ て い る 。 火 災 の 場 合 は 、 全 職 員 が 可 能 な か ぎ り 駆

け 付 け る ル ー ル と し て い る 。 地 震 の 場 合 は 、 要 請 が あ る ま で 自 宅 待 機 と

して い る 。  

 

（ 永 野 委 員 ）  

近所 の 火 事の 時 は ど う対 応 し たの か ？  

 

（ 吉 田 所 長 ）  

宿泊 職 員 が統 括 主 任 に応 援 を 要請 し 、状 況が 落 ち 着く ま で 待 機し て も ら

った 。№ 3 の 地域 の 方が 松 ぼ っく り の 防 災訓 練 に 参加 す る こ とは 、何 年 か

前に は あ った が 、 最 近は や は りで き て い ない 。  

 

（ 永 野 委 員 ）  

松ぼ っ く りは 災 害 時 の福 祉 避 難所 に な っ てい る の か？  

 

（ 吉 田 所 長 ）  

なっ て い る。先 日の 地震 で 、朝 4 時に 市 役所 よ り「 何 人 受け 入れ が 可 能

か ？ 」 と 問 い 合 わ せ が あ っ た 。 東 日 本 大 震 災 時 は 、 実 際 に 避 難 場 所 に な

り、 20 名 程 が 泊ま って い た 。  

 

（ 永 野 委 員 ）  

あす な ろ も避 難 場 所 にな っ た 。沢 山 の 人 を受 け 入 れ、福 祉 避 難所 と し て

指 定 さ れ た 。 ま た 、 地 域 の 方 で 寝 た き り の 人 が お り 、 ヘ ル パ ー を 利 用 し

て い た が 、 派 遣 が 難 し い 状 況 に な っ た 。 家 で 煮 炊 き し た も の を 食 べ さ せ



て 何 と か 凌 い だ 。 地 域 に 福 祉 避 難 所 が あ る こ と は 意 義 が あ る 。 そ の 方 の

親族 が 1 週 間 後 に や っと 来 た が、「 もう 死ん で い るの で は な いか 」と 思 っ

てい た よ うだ 。  

 

（ 遠 藤 委 員 ）  

福祉 避 難 所と い う 言 葉は 初 耳 だっ た 。こ れは 介 護 の必 要 な 方 が優 先 な の

か？  

 

（ 石 村委 員 ）  

原則 的 に 学校 や 体 育 館の 指 定 避難 所 に 避 難し て い ただ く 。一 般の 方 と一

緒 の 生 活 が 難 し い 身 体 の 不 自 由 な 方 な ど が い る 場 合 は 、 市 か ら 福 祉 避 難

所に な っ てい る 施 設 へ受 け 入 れの 要 請 を 行う 。  

 

（ 阿 部 委 員 ）  

市内 で ど れく ら い あ るの か ？  

 

（ 石 村 委 員 ）  

20 施 設く ら い 登録 して い る 。最 初か ら 身障 者 が 福祉 避 難 所 に避 難 す るの

で は な い 。 そ れ で は 施 設 が パ ン ク し て し ま う 。 一 旦 は 市 の 避 難 所 に 避 難

し て も ら い 、 必 要 な 方 に 関 し て は 健 康 福 祉 部 が 調 整 の 上 、 福 祉 避 難 所 に

移動 し て もら う 。  

 

（ 阿 部委 員 ）  

福祉 避 難 所の 施 設 も 被災 し て いる 可 能 性 があ り 、 そこ は 調 整 が必 要 。  

 

（ 石 村 委 員 ）  

国 は 、 福 祉 避 難 所 を ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 公 表 す る よ う 求 め て い る 。 た だ 、

そう し て しま う と 殺 到す る 可 能性 が あ る 。検 討 し てい る と こ ろだ 。  

 

（ 遠 藤 委 員 ）  

杉の 入 小 学校 に 避 難 した が 、障害 の あ る 方は 一 般 の方 と 別 の 部屋 に す る

配慮 を し てい た 。  

 

（ 石 村 委 員 ）  

杉の 入 小 学校 は 、 運 営が 上 手 かっ た 。  

 

（ 永 野 委 員 ）  

携帯 電 話 がつ な が ら ない 中 、 杉の 入 小 学 校の 公 衆 電話 に 10 円玉 が い っ

ぱい 置 い てあ り 、 自 由に 使 わ せて い た 。 感激 し た 。  

 

（ 吉 田 所 長 ）  



外部 評 価 につ い て は 、これ で ま とめ る 。次回 は も う少 し 上 手 に進 め た い。 

 

 

（ 阿 部 委 員 ）  

「ま る ご と 2 地 区」とい う 広 報紙 を 配 布 して い る。地 域包 括 ケア シ ス テ

ム の 地 域 の 活 動 を 紹 介 し て い る 。 何 か 地 域 で 活 動 す る 方 々 が い れ ば 紹 介

をお 願 い した い 。  

 

（ 永 野 委 員 ）  

地域 で は ない が 、温 水プ ー ル ユー プ ル の 高齢 者 が 元気 だ 。自 分自 身 を 鍛

えて い る のが 分 か る 。健 康 意 識の 高 ま り と思 う 。  

 

（ 吉 田 所 長 ）  

清水 沢 グ ラン ド で も グラ ン ド ゴル フ 大 会 をや っ て いた 。  

 

（ 遠 藤 委 員 ）  

市老 連 主 催の 大 会 だ 。自 分 も 参加 し て い る。  

 

 

（ 吉 田 所 長 ）  

利用 者 ア ンケ ー ト の 結果 を 配 付し て い る 。松 ぼ っ くり に 対 し て好 印 象 の

回答 を い ただ く こ と がで き た 。  

 

 

（ 石 村 委 員 ）  

4 月 よ り 市 役 所 の 組 織名 が 一 部変 更 と な る。 こ れ ま で の 長 寿 社 会 課 は高

齢 福 祉 課 と な る 。 部 の 名 称 も 健 康 福 祉 部 か ら 福 祉 子 ど も 未 来 部 へ 変 更 さ

れる 。  
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